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                                      発行元  

                                      〒029-0431 

                                        大東町猿沢字板倉 57-1 

                                        （猿沢市民センター内） 

                                        猿沢地区振興会 
                                        ℡ 76-2220 Fax 71-4001 

 １１月１７日（木）、第１回まちづくり委員会が開催されました。

委員には、まちづくり計画書策定にご協力いただいた策定委員のメ

ンバー２４名に、今回新たに一般公募の２名が加わり、佐山振興会

長より委嘱状が交付され、委員を代表して小山壽郎さんが（１３区）

受領されました。 

 委員会では、計画書配布までの経過報告と今後の取

り組み方（事業費の使い方や、実施計画を立てるにあ

たり外せないポイントなど）の確認を行いました。 

 今後は計画書を基に優先的に取り組む事業を計画

し、地区民が中心となって取り組んでいきます。 

すべてが手探り状態ですが、よりよい猿沢を目指

し、皆さんの柔軟なアイデアと行動力で地区を盛り上

げていきましょう。 

 

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
先
陣
を
切

っ
て
、
市
民
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、

１１
月
２２
日
女
性
グ
ル
ー
プ
が
ま
ち

づ
く
り
の
先
進
地
、
北
上
市
へ
視
察

研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

１
か
所
目
は
和
賀
町
岩
崎
地
区
。

特
産
品
で
「
だ
ん
ご
汁
」
を
開
発
し

新
聞
等
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
地
域
で
す
。
青
年
会
の

活
動
も
活
発
で
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
定
住
化
促
進
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。 

 

２
か
所
目
は
同
じ
く
北
上
市
の

口
内
町
地
区
。
地
域
住
民
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
り
住
民
の
交
通
の
便
が

喫
緊
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
口

内
町
自
治
協
議
会
が
自
家
用
有
償

運
送
を
発
案
。
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
法
人
格
を
取
得
し
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
く
ち
な
い
」
を
設
立
。
住
民
に
よ

る
住
民
の
た
め
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ち
な
い
で
は
、
有

償
運
送
の
他
、
Ｊ
Ａ
支
店
の
撤
退
か

ら
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ト
ア
ー
の
運
営
や
、 

特
産
品
（
ご
し
ょ
芋
製
品
）
開
発
、

高
齢
者
の
生
活
支
援
と
し
て
、
草
取

り
や
除
雪
、
家
回
り
の
掃
除
な
ど
、

住
民
の
依
頼
を
有
償
で
引
き
受
け
る

な
ど
、
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。 

 

説
明
を
担
当
し
た
今
野
事
務
局
長

さ
ん
は
、「
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
、

地
域
で
行
う
こ
と
」
を
目
指
し
、「
補

助
金
に
頼
ら
ず
、
年
を
重
ね
て
も
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
ア
イ
デ

ア
と
地
域
の
協
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

研
修
に
参
加
し
た
女
性
グ
ル
ー
プ

は
、
「
今
あ
る
も
の
を
活
か
し
な
が

ら
、
何
か
猿
沢
の
特
産
を
作
り
地
区

を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

平成２８年１２月１日現在
　（前月比）

人口 12万1,204人 -108

男 ５万8,699人 -17

女 6万2,505人 -91

世帯数 4万6,301世帯 -19

人口 1万4,150人 -19

男 6,902人 -9

女 7,248人 -10

世帯数 5,101世帯 -8

人口 1,793人 -４

男 888人 -１

女 905人 -３

世帯数 598世帯 -２

人口と世帯数

一
関
全
体

大
東
地
域

猿
沢
地
区
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年
明
け
に
４２
歳
の
年
祝
い
を
迎
え

る
、
平
成
３
年
度
猿
沢
中
学
校
卒
業
生

が
、
１
月
１
日
故
郷
猿
沢
の
地
を
練
り

歩
き
ま
す
。 

 

祝
年
者
の
皆
さ
ん
を
地
区
を
挙
げ
て

お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。 

  
  

＝年祝い行列＝ 

日  時：平成２９年１月１日 午前１１時～ 

行列経路：大東農村環境改善センター 出発  

～ 猿沢駐在所付近 まで 

※峠山伏神楽の権現様によるご祈祷後、猿沢の町中

を練り歩きます。 

☆
行
列
に
は
平
成
２
年
度
か
ら
５

年
度
ま
で
猿
沢
中
学
校
に
ご
勤
務

さ
れ
て
い
た
、
岩
角
聖
孝
先
生
も
参

加
予
定
で
す
。 

 

一
緒
に
懐
か
し
い
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

今年の年祝い行列の様子です。 

（H２年度猿沢中学校卒業生） 

１１月２０日（日）、「二区餅米収穫祭」

が中央自治会館で行われ、餅つきや餅ま

き、舞台発表が行われました。 

ステージでは、「金婚を祝う会」（猿沢地

区老人クラブ主催）で初舞台を踏んだ、佐

藤友信さんが代表を務める「上町老人太

鼓」が披露され、すばらしいバチさばきに、

会場は大いに盛り上がっていました。 

 

太鼓を載せた台は、なんと手作り！平均○○歳とは思えぬ迫力でした。 

 

１１
月
３
日
付
で
発
表
さ

れ
た
秋
の
叙
勲
で
、
猿
沢
字

岩
婦
在
住
の
及
川
吉
治
さ
ん

（
７５
）
が
【
消
防
功
労
】
元

一
関
市
消
防
団
分
団
長
で
瑞

宝
単
光
章
に
輝
か
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

な
お
、
及
川
さ
ん
か
ら
猿

沢
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し

て
欲
し
い
と
、
振
興
会
あ
て

に
金
一
封
を
頂
戴
し
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

  

早
い
も
の
で
今
年
も
師
走

を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
雇
用
に

な
り
９
か
月
。
皆
様
の
笑
顔
に

支
え
ら
れ
、
無
事
に
年
越
し
で

き
そ
う
で
す
。（
笑
） 

 

年
明
け
は
新
年
交
賀
会
で

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
☆ 

 

よ
い
お
年
を
！ 

（
千
） 


